
<研究の概要>
インターネットが社会基盤となり，情報端末がコモディティとな
り，IoTが標準となった現代では，木材やコンクリート，鉄骨と
同じように情報もヒトが暮らす環境を構築する素材であるとの
観点から，情報通信技術の建築への適用に関する研究に取り
組んでいる．
具体的には，

1. アダプティブデザインを指向したシステムの開発
2. 人間-環境系の視点に立脚したICTの評価

を柱として研究に取り組んでいる．
アダプティブデザインとは「その人にとって」，「より適切に」機
能するデザインであり，「誰にとっても」，「同じように」機能する
ことを目指すユニバーサルデザインを包含する．ネットワーク
を介しセンサーから得られる情報を統合することで，空間の様
相，ヒトの状態を反映し， 「その人にとって」，「より適切に」機
能する環境を生成するシステムの開発は建築空間の真のイン
テリジェント化に寄与するものである．
ICTの導入は環境の機能性．快適性などの向上を目的として
為されるが，従来，これらのシステムは単体として評価される
ことが多かった．しかし，これを人間と環境との相互作用の中
に位置づけ評価することで，ICTを有機的に建築へ取り込むこ
とを可能とする．
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